十一-十二世紀シチリアにおける共存のあり方-ノルマン王の対外的イメージ戦略と「宗教的寛容さ」の実際- by 藤田, 早紀
－1－ 
 
十一―十二世紀シチリアにおける共存のあり方
 
―
ノルマン王の対外的イメージ戦略と「宗教的寛容さ」の実際
―
 
藤田
 早紀
 
  
はじめに
 
  
シチリアは今日まで二十以上もの支配者がその主導権を争った土地であるが、
十一―十二世紀にかけて非常に求心力を増すこととなった。この期間に支配者となったノルマン王が、前支配者であるカルビー朝の遺した学問や技術を尊重し、イスラーム文化をヨーロッパ世界に伝える空間を創造したからである。医学や天文学をはじめとする学問や建築技術などの多様な面で、イスラーム文化はふんだんに取り入れられ、その高い先進性や芸術性はシチリアの輝かしい日々を象徴する重要な要素と ている。また、ローマ帝国から東方に伝わっていた数 の書物の翻訳の中心地 ため、 各地やビザンツ帝国、イスラーム世界など 地中海全域から有識者がこの島に集まるよう なっていた。大国の一部としての受動的立場ではなく、能動的立場として対外的に技術や情報を発信する側となったノルマン支配下や、のちの神聖ローマ帝国支配下のシチリア とって、イスラーム世界と つながりは必要不可欠なも となっ いた。シチリアを文字
通り地中海の文明の十字路とするために、ノルマン王は政策上イスラーム文化を排除するのではなく、むしろ積極的に受け容れ、共存を図っていた。
 
 
その様子は、ノルマン王の造った建築物の中に顕著に表れている。彼らはイス
ラーム教徒が首都パレルモに築いた二つの拠点
（１）
や、迷宮的な街の構造を受け継ぎ、
イス のためのモスクや市場、 居住地も維持し続けた
（２）
。 それだけでなく、
ノルマン王が新たに築いた大聖堂や教会にも、イスラーム由来の技術 使用した細く高い柱や尖頭アーチ、外壁に見られる化粧アーチなどの幾何学模様、天井のスタラクタイトなどが取り入れられており
（３）
、意識的にイスラーム世界との関わり
を保とうとしていたこと うか え 。
 
 
しかし、ノルマン王は決してイスラーム教徒の遺産を盲目的に受け容れていた
わけではなく、明確な取捨選択を行ってい 。ノルマン王によって受容されなかった遺産の中で特筆すべきものの一つに、庭園が挙げられるだろう。前述した大聖堂や教会は未だに残っている一方で、同じくノルマン王が造った庭園は現存せず、さらに驚くほど情報が少な ことが特徴といえる。庭園は、前支配者である
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イスラーム教徒支配下に大いに発展していたことは疑いがないが、一〇九一年のノルマン人による征服時に完全に破壊され しまった。しかし、のちにその跡地にはほぼ同じ庭園が再建され、彼らはそこでイスラーム教徒が行っていたような生活形態をとっていたといわれている
（４）
。それは、イブン・ジュバイル（一一四五
―一二一七
（５）
）が『旅行記』に記録したように、パレルモをはじめとするシチリア
島内のあちこちにいくつもの高層の宮殿
や優雅な庭園があり、ノルマン王は慰み
や楽しみを得るため その中を逍遥していた
（６）
と書いていることから明らかであ
る。イスラーム教徒からシチリア支配を奪い取ったノルマン王が、イスラーム文化を軽視したり破壊したりするのは自然な流れだと考えられるが、あえて壊したあとすぐに復活させるという一連の流れには疑問を感じざるをえない。
 
 
十二世紀には至る所にあったノルマン王による庭園の面影はもはやなく、現在
では庭園を擁していた宮殿が辛うじて残っている程度である。シチリアと同じくヨーロッパ世界とイスラーム世界 「異った世界観の知的接触前線
（７）
」上にあり、
十二世紀ルネサンス
（８）
のもう一つの中心地であるスペインのグラナダには、十四世
紀にナスル朝が築いたアルハンブラ やヘネラリーフェ離宮がほぼ完全な形で残っている
（９）
一方で、シチリアでは遺構がジーザ宮殿の「噴水の広間」など数ヶ
所に見られるのみとなっている
（１０）
。
 
 
また、十二世紀ルネサンスの中心地として、短期間ではあったが一世を風靡し
たシチリアは、ユーラシア大陸西端ではあるものの陸続きであるスペインとは異なり、必ず海を越えなければ辿り着けない場所にある。地図で見るとイタリア半島とシチリアは非常に近く、容易に行き来できるよう 見えるが、間にあるメッシーナ海峡は大渦巻の頻発する難所であり、古くは船を飲み込むカリュブディス
という怪物が住んでいると恐れられてきた。渦巻や風向きの変化、嵐に大きく左右され、大破してしまう船も後を絶たなかっ という。イブン・ジュバイルら一行は無事にメッシーナからシチリアに入れたものの、島を目と鼻の先にしながら何日も上陸できずにいたようである
（１１）
。 彼らがシチリアを旅した時期と十二世紀ル
ネサンスの時期はちょうど重なって が、当時はシチリアに辿り着くにもそこから去るにも、命の保証はなかったといっていいだろう。地中海を中心に見るとシチリアは交通の要所であるが、このような危険な思いをし 、命を懸けないと上陸できないような島が運動の中心地と成り得たのは、当時の支配者であったノルマン王の並々ならぬ尽力 あってのことだろ 。こ 辺境の地を表舞台に引き上げ、近隣諸国とのつながりを重視しながら独立国 し、や て十二世紀ルネサンスで有識者や高度な学問、技術 集めるにあたっては、歴代のノルマン王がシチリアの対外的な見せ方に優れていたことが大 な要因 ったのではないかと推測できる。
 
 
したがって本論考では、イスラーム教徒の造った庭園を破壊し、その跡地にほ
ぼ同じ庭園を再建したノ 思惑と 地中海世界における チリア 存在感を増加させる上で、ノルマン王が チ アのどのような面を押し出し いたかを明らかにし、ノルマン支配下における共存のあり方を考察することを目的とする。
 
  
一
 庭園を破壊し、再建したノルマン王の意図
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パレルモ周辺にあった庭園のうち、今もその跡が見られるいくつかの庭園を概
観する。
 
 （一） ファヴァーラ宮殿
 
La Favara （マーレ ・ ドルチェ城
 Il Castello di M
aredolce ）
【図１】
 
 
この宮殿はパレルモの街の東端に位置し、周囲一帯は庭園のある宮殿や邸宅が
立ち並び、やがて都市の緑地帯となった。この宮殿は、もともと十一世紀にイスラーム教徒の総督のために建てられた建物であったが、ルジェーロ二世（一〇九五―一一五四／在位一 三〇―一一五四／ノルマン人）の治世下に一度壊され、その後離宮として完全に建て直されたという。宮殿の名前であるファヴァーラは、アラビア語で泉を意味する「ファウワーラ」がその由来となってい 。建築物庭園がそれぞれ独立しているのではなく、両者の関係が密接である様子 地中海的、さらに言えばイスラーム的であるといえるだろう。
 
 
宮殿は二層構成で、複数の直方体を組み合わせたような外観をしている。庭園
部分には現在では壁が一枚残されているだけだが、碁盤の目状に構成された果樹庭園を見ると、イスラーム教徒が造った庭園を下敷きにしてい ことが分かるかつては、建物の周りを人口池が取り囲み、池 真ん中には不規則な形の島があったという。係留用 鉄環が残さ ていたことから、この池は釣りや船遊びに利用され する研究者もいる。西部の山岳地帯から、運河を介し 宮殿に多量の水がもたらされたことから、水の豊富さと灌漑設備がいかに発展し いたかがうかがえる。
 
 
ファヴァーラ宮殿は、 同時代の詩人アブド・アル・ラフマーンや旅行家イブン・
ジュバイルから賞賛を受けている。さらに一一九三年には、イタリア半島部エボリに住んでいた編年史家ピエトロが記したように、のちのハインリヒ六世（一一六五―一一九七／シチリア王在位一一九四―一一九七／神聖ローマ皇帝と兼任）が義父ルジェーロ二世の造った優雅で荘厳な宮殿を褒め称えたといわれている
（１２）
。 
 （二）ジーザ宮殿
 
La Ziza 【図２・３・４・５】
 
 
ノルマン王宮から北西方向にわずか一キロメートルほど離れた場所にあるこ
の宮殿も、ノルマン王の夏の離宮として建てられたものであ 六六年にグリエルモ一世（一一二〇―一一六六／在位一一五四―一一六六／ノルマン人）によって建てられ、グリエルモ二世（一一五三― 八九／在位一一六六―一一八九／ノルマン人）期に完成した。一六三六年には大幅な改築が行われている。宮殿の名前は、アラビア語で「輝かしきもの」を意味する「アル＝アジーザ」に由来するという。
 
 
当時は湧水にめぐまれた緑溢れる「楽園としての庭園」の中に建っていたとい
うが、現在では周りは雑然とした古い市街地 広がっている。直方体の三層構成の建物は ファーティマ朝期のイスラーム建築の影響を強く受けてい とされる。一階部分の「噴水の広間」の奥には地上の楽園を表すモ イク画があり、その下の壁龕にある射水路（チャダール）からは水が流れ出し、広間 中央 横切る水路を通り、泉に流れ込んでいた。射水路はイスラーム由来のもので、スペイン庭園やムガル庭園とも共通する。この公的空間とし の「噴水の広間」は二層吹き抜けであり、祝宴やコンサート、スペクタクルなどが行わ た。曲面天井にはスタラクタイトの装飾も施され、三階部分や一階階段横 部屋などは半戸外のよう
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であり、地中海的な空間といえるだろう。
 
 
建物の正面には大きな養魚池があったが、現在ではその遺構の一部が残るだけ
である。かつてあったという巨大な庭園も、いくつかの区画に整備された芝生が見られるだけの殺風景な場所となっている。宮殿の入り口上部にはアラビア語の銘文が刻まれており、ジーザ宮殿を「人々が見 こと できる、地上の楽園」だと褒め称えてい
（１３）
。
 
 （三）クーバ宮殿
 
La Cuba 【図６】
 
 
ノルマン王宮とモンレアーレ
（１４）
を結ぶ街道沿いにある宮殿で、ノルマン王が余暇
を楽しむために造った娯楽用の館である。一一八〇年にグリエルモ二世によって建てられ、ジーザ宮殿以上にファーティマ朝期の特徴が表れている。
 
 
連続する大きなアーチを持ち、四つの壁面の中央部が外に突き出たこの宮殿は、
直方体でありながらもダイナミックな外観となっている。一九三〇年代に行われた改変を含む修復により、元の形を想像する は難しいが、柱廊の細さや間隔どからやはりイスラーム建築に大いに傾倒した建物だったようで る。ファヴァーラ宮殿のように周りを人口池に囲まれたクーバ宮殿は、まるで水上に浮かんでいるかのように建っていたとさ る
（１５）
。
 
 （四）クーブラ
 
La Cubula 【図７】
 
 
クーバ宮殿からさらにモンレアーレ方向に向かったところにある、ク バ・ソ
プラーナと呼ばれ 建物に付属する庭園の中に立つ、小さな東屋である。小さいながらも、立方体の四つの壁面には尖頭アーチが配され 上面 は赤いドームが
冠されており、ノルマン王がイスラーム文化をいかに積極的に受容していたかが分かる
（１６）
。
 
 
この赤いドームはサン・カタルド教会やサン・ジョヴァンニ・デッリ・エレミ
ーティ教会、サン・ジョヴァンニ・デイ・レッブローシ教会（サアド城）の屋根の上にも冠されており、パレルモの南国イメージを際立たせるのに役立っている。ノルマン王が新たに建造したにせよ、イスラーム教徒の使用していた建物を建直したにせよ、このようなヨーロッパにはない異国情緒溢れるモチーフをわざわざ用いたことは、ノルマン王が対外的にシチリアをどのように見せようとしていたかの表れであろう。
 
 
私見であるが、赤いドームを持ったこれらの教会を地図上に落としてみると、
イスラーム支配期にパレルモを取り囲んでいた城壁の 複数の出入り口の場所とほぼ一致する。イスラーム教徒が支配していた頃のパレルモの街並みに関する情報は少なく、ま 数々の支配者の破壊や第二次世界大戦による被害、戦後 乱開発により、 十一―十二世紀のパレルモの様子を再構成することは難しい。 しかし、赤いドームを持つ建物とイスラーム教徒 居住区域、当時のイスラーム官僚 多寡など、建築物と街の構造、行政とが密接に関わってい ことが推測でき こ赤いドームを持つ建物の位置が重要な意味を持つ ではな かと考えられる。
 
  
以上、概観してきた四つの宮殿や庭園跡には、幾つかの共通点 見出す とが
できる。即ち、宮殿は ずれもノルマン支配下になってから造られたも であが、立方体あるいは直方体のシンプルな形状を持ち、窓や外観 は尖頭アーチが用いられている。 また、 柱や天井 イスラーム由来の高い技術が使わ ている。
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ノルマン王はいずれの宮殿にもイスラーム世界から流入した建築技術や美意識を取り入れ、東屋や教会にはあえて赤いドームを載せることで、異文化を排除せずに柔軟に受容する姿勢を打ち出しているようである。
 
 
宮殿の周りを囲む庭園にはいずれも池が
あったが、これらの宮殿のほんの数キ
ロメートル先には海が広がっている。それ かかわらず灌漑設備を整え、大量の水を引いて釣りや船遊び 養魚を楽しみ、 るいはエンターテイメント性を演出していることから、池はあくまで上層階級の娯楽のために設けられたものだ考えられる。中東のイスラーム世界では、日常から離れ安息を得るために郊外邸宅に一定期間住む習慣があり、そのような優雅な習慣をイスラーム教徒の総督やノルマン王家、上層階級の人々がこぞって取り入れた
（１７）
。そのため、普段の生活
にはないような楽 さや非日常性が求められ、結果としてヨーロッパ世界では見慣れないイスラーム風の建物や、大がか で贅沢な庭園が強調されることとなったと考えられる。
 
 
イスラーム教徒が造った庭園の上にノルマン王が新たに離宮を造り、水や植物
をふんだんに使用した空間で余暇を楽しんだということ 、都市空間における庭園としての機能はさほど変わっていない。さらに、共通点で挙げた宮殿の形状や建築技術、庭園に使用 れた灌漑設備が、イスラームの系譜 引いているこ は疑いようのない事実である。と うことは、ノルマン王がイスラーム教徒の有していた庭園を破壊したあとすぐに再建した理由には、機能面ではなく庭園のもつ意味合 の変化が考えられるのではないだろうか。以下では、イスラーム教徒が庭園に付していた意味合いを探 ことで、ノルマン王家 ど が抱いていた 観との差異を明らかにしたい。
 
 
西洋では、庭園は外から眺められるための場所である。一方、ペルシア庭園の
系譜を引く東方庭園は、官能的で聴覚、触覚、視覚、嗅覚をともなう全体的な感覚経験を行う場であり、実際に内側に入って涼しさや水 自然の恵みを享受する空間である。同じ庭園でも 西洋と東洋では根本的に性格が異なるが、ノルマン王たちの庭園とのかかわり方は東洋的であるといえる。
 
 
また、庭園は四方を囲まれた私的な空間であり、くつろぎを提供し、現実の時
空を超えた空間としてイスラーム教徒に親しまれているが その思想はコーランにたびたび表れる楽園観と通ずるという指摘がなさ 。コーランの中では、庭園は楽園の象徴として三〇回以上も表れている。楽園の中 悪臭の漂うことのない川、味が変わること ない乳 川、舌に快 酒の川、純粋な蜜の川 四つの大河があるとされ、四分庭園 根本的な考え方を読み取るこ ができる。こ四分庭園はムハンマドが現れ 前から存在しており、既存の庭園の姿をコーランの楽園像に反映させた
（１８）
とも言われるが、いずれにせよイスラーム教徒にとって庭
園と楽園が大きな結びつきをもつことに変わりはない。砂漠の中に住み 水や緑の存在が生命維持と直 するような大変
厳しい気候条件の現実世界と対をなす
ものとして、究極の理想像としてイメージされ も が楽園であ それを地上に再現したものが庭 と考えられるからである。
 
 
さらに、イスラーム教徒にとって、庭園の美しさは唯一神アッラーの似姿 あ
ると見なされた。四方を高い壁で囲われた庭園は宇宙の姿を余すこと く反映し、材質やデザイン、色彩、思想 秩序と調和が、その内部にい 人間 感覚に訴えることになる。庭園の中心にある池の水
面に生じる波は、その空間にいる人間を
観想へと導く手助けとなっているという。つまり、庭園とはただ単に美しく、楽
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しく、緑豊かな空間であるだけでなく、イスラーム教徒にとってはコーランに描かれる楽園であり、神そのものであり、さらに宇宙観をも体現する聖なる空間といえるのである
（１９）
。
 
 
シチリアにあった庭園はノルマン王によって破壊され、またノルマン王が再建
した庭園も荒廃 ているため、上記のような模範的なイスラーム庭園にあてはまっているかは定 ではな 。庭園が四方を囲まれていたかどうかも、池に関するわずかな情報しかない中 は推測に頼るほかない。しかし 庭園と一緒に残っている宮殿の構造に着目す ことで シチリアの庭園 イスラーム教徒の反映し、彼ら 思想と非常に強く結びつく空間だったことが明らかになるだろう。
 
 
【図５】はジーザ宮殿の平面図である。庭園に働く力は、建物から周りの庭園
へ流れる遠心的な力と、建物 ら建物内部の泉へ流れ 求心的な力の二つに分かれる。こ らの力により、中央の泉にはさざ波が生じ、拡張と収斂を繰り返し、輪を描きながら広がっていくが、イスラーム教徒にとってはこの流れが宇宙の反映であるという
（２０）
。ジーザ宮殿の場合も、真ん中の最も広い「噴水の間」中央の泉
に向かって四方から求心的な力が流れ込む構造が見て取 る。建築物の内部空間やアプローチ部分には、様式 統一 なされたイスラームの芸術表現が適用されており、総体的で宇宙的 プラン 中 緊密に結合された に出入りするごとに、その者は「神が遍在す ことに無意識で ることができない
（２１）
」 。庭園の全体
像は分からずとも、付随す 宮殿の構造に一方の力の流れが確認でき ため、物から庭園へと拡張する遠心的な力の存在を予想できる である。
 
 
したがって、イスラーム教徒支配期もノルマン支配期も、庭園のもつ機能や要
素は変わらない。リフレッシュのために郊外に一定期間住む習慣は両方に共通し、
イスラーム建築の影響を受けた離宮やたくさんの植物、豊かな水は受け継がれている。しかしながら、ノルマン王 ちが庭園を遊び 道具として見なしていた一方で、イスラーム教徒は庭園にコーランの楽園像や神の姿を重ねて捉えており、空間に付された意味合いは大きく異なっている。ノルマン王は離宮の価値を増加させるためにイスラーム由来の美意識や灌漑設備、豊かな植生を巧みに利用した。庭園を破壊した理由は、このように が に謳われる理想空間そのものであり、イスラーム教徒の精神 拠り所としてあまりに強力な結びつきを持っていたため、彼らの造った庭園をそのまま再利用することが統治上大きな障害になったからであろう。アウトサ ダーとしてやって たノルマン人がシチリアを統治する上で、住民の民族団結 つながり、反抗勢力が生まれる可能性を含むあまりに思想的なもの、そ 代表例としての庭園を危険視していたことが推測される。ジーザ宮殿などは、表面上は「水と緑と建築 要素が統合され、イスラーム世界が求める地上の楽園のイメージを実現するものだった
（２２）
」が、実際には楽園という
イメージだけが借用され、異教徒であるノルマン人 新 に造り直す いう行為を経たことで、イスラーム教徒 求 る楽園像とは別物になった。空間に与えられた意味が引き剥がされ、聖なる空間は
単なるモノへと変容したのである。
 
  
二
 ノルマン王によるシチリアの見せ方
 
   シチリアはローマ帝国やビザンツ帝国などの大国の一部であった期間が長か
ったため、タイムラグはあったにせよ、複数の文化圏からさまざまなものが流入
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し、蓄積した土壌があった。そのような土壌をどのように活用し、どのようにシチリアの強みを押し出していくかは、支配者のやり方に るだろう。
 
 
ノルマン王の場合は、地中海沿岸に勢力を伸ばしていたビザンツ人やイスラー
ム教徒などの他の支配者たちとは異なり、シチリアとは縁もゆかりもないノルマンディー地方を本拠地としていた。有事の際 他のノルマン人から援助を受けようにも、イベリア半島を回り、ジブラルタル海峡を越えなければならない海路にせよ、アルプス越えを避けられない陸路にせよ、相当な距離と時間がかかることは必至であった。それと比べると、ファーティマ朝の中心が置かれていたイフリーキヤ
（２３）
やカイロ、またビザンツ帝国の中心コンスタンティノープルは、地中海を
介して繋がっており、彼らが大勢で攻め入ってき ときに、ノルマン人の援軍が間に合わない可能性は十分にあった。イブン・ジュバイルは島のあちこちにマン要塞があったことを記しており、ノルマン支配下にもシチリアが常に他 勢力から狙われていたことは明白である。数少ないノルマン人が大多数の住民を従える上で、統治には細心の注意を払い、とりわけ異民族 の関係には慎重に る必要があったと考えられる。
 
 
また、それまでは属州でしかなかったシチリアが、カルビー朝期から徐々に発
言力を増し、ノルマン王期 初め 文化の発信拠点とな ことに着目したい。各文化圏の一部であった頃は、シチリア 異民族や異文化が接触する最前線であったが、同時に辺境の地でしかなかった。しかし、この島を本拠地 して活動するノルマン人が登場したこと 、シチリアに多大な求心力と発信力 必要になったと考えられる。シチリアを独立国として統治を行うにあたり、ノルマン王はシチリアの対外的な見せ方に注力してい ようである。以下ではイブン・ジュバイ
ルの『旅行記』から、ノルマン王が発信していたシチリアのイメージと、島内での受容 され方を追っていきたい。
 
 （一）
 ノルマン王が発信していたシチリアのイメージ
 
 
まずイブン・ジュバイルら一行を乗せた船が、一〇日から十五日で到着する予
定の航路を二か月もかけ、嵐を経験しながらもようやくメッシーナの街に辿り着いた場面である。陸まで行くには、亀裂が入り、舵が折れた船から小舟に乗り換える必要があったが、小舟の持ち主である地元のキリスト教徒 多額の救助料を要求した。そのため、貧しいイスラーム教徒は壊れた船上に取り残されてしまっていたという ちょうどその日、建造中の艦船を見にグリエルモ二世が、パレルモからメッシーナに来ていたが、事情を知った彼は小舟の持ち主に貨幣を与え、イスラーム教徒を全員救出した
（２４）
。
 
 
イブン・ジュバイルが王と直接関わりを持ったのはこのとき限りだが、 『旅行
記』の中ではグリエルモ二世についてたびたび触れられ、 のイスラーム教徒やイスラーム文化に対する姿勢が好意的に描かれている。たとえば、王 その善行と、小姓や役人にイスラーム教徒を雇用したこと また「ム リムの諸 を手本として平穏な統治、法律の整備とその施行、家来 ちの地位 割り振り、王権の威光の増大、栄華の誇示に専心没頭」していたことにより、実に優雅で偉大な権であったと書いてある。また、お抱えの侍医や占星術師の世話と保護に大変気を遣い、シチリアを通り過ぎる医者や占星術師を引き留める に くさんの生活の手当を振る舞うことも厭わなかったという。アラビア語 読み書きも堪能で、王の署名には「神に讃えあれ。神への賞賛こそ正しきかな」 文句 父
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親であるグリエルモ一世の署名にも 「神に讃えあれ。 神の恩寵を感謝しまつらん」との文句があったという
（２５）
。
 
 
パレルモ到着後、イブン・ジュバイルはノルマン王宮で代官と会った。彼は巧
みにアラビア語を操りながら、イブン・ジュバイルの旅の目的やコンスタンティノープルの様子など 尋ね、同情を示したり親しみを込めた挨拶や祈願の言葉を述べたりした。こ ような心からの対応を受け、イブン・ジュバイルは王や官僚の人徳に驚嘆 と記している
（２６）
。
 
 
きらびやかな建築物にも感銘を受けており、パレルモ中にあったという 殿や
庭園はもちろんのこと、王宮内 遊歩場や城門、広場、柱廊が整然と並ぶ広大な中庭、高くそびえ立つ見張り塔、さらには官吏たちの控えの間にさえ幻惑させられ、驚嘆したという
（２７）
。また、イスラーム教徒でありながら、イブン・ジュバイル
は、内壁すべてに黄金のモザイクが散りばめられたマルトラーナ教会で 太陽の形の金色のガラス窓から陽光を受け、心が魅惑されそうに るのを必死に逃れている（２８）
。
 
 
このように、王や官僚、素晴らしい建築物に関しては、心から賞賛を寄せる描
写が多く見られる。しかし、イスラーム教徒をはじめとする異教徒への手厚 対応や、浮世離れした立派な建築物は、一時的にシチリアに立ち寄る旅行者や学者に対し、あくまで「見せる」ためのものであったと考えられる それは、ノルマン宮殿の城門前に座り込んでいたキリスト教徒住民の発言から推測することができる。彼はイブン・ジュバイルたちに対し、 「巡礼 衆よ、不当な徴税人にひどい目に遭わされぬように、所持品にはくれぐれ ご用心なされ。 」 忠告が、もう一人のキリスト教徒は「お前の言うことは道理 かなわぬ。王様の御殿
に入れる者が何を恐れねばならぬだろうか。 （以下略） 」と言うのである
（２９）
。パレル
モの街に入 際には、外部の者は皆尋問を受けることになっていたが、課税される商品を持った商人は、莫大な税金を課され、王宮へと連れて行かれることはないと考えられる。尋問の際に、外部から来た者はおそらく出身地や地位、旅の目的によって分別されており、ノルマン王宮は選り分けられた者だけが入れる特別の場所なのである。王宮やたくさんの宮殿、庭園、黄金 張りめぐらした教会などは、一般シチリア住民が気軽に立ち入る空間というよ は むしろ対外的にシチリアの権力や財力を誇示す 役割を担っていたこ だろう。
 
 
王宮内では、ノルマン王は身辺のことや重要な業務、厨房監督に至るまでイス
ラーム教徒に任せ、イスラーム教徒の黒人奴隷 一隊を持っていた。小姓や侍従から選ばれたイスラーム教徒 役人も多数おり、彼らは豪華な衣装をつけ、駿馬に乗っていたという
（３０）
。 一定数のイスラーム教徒を王宮内で働かせていることや出
世に関する公平な選出制度、きらびやかな衣装などを来訪 見せる で、ノルマン王支配下のシチリアは、異教徒にも対等に接し、あるいは厚遇しているという対外的アピールを行っていたと考えられる。
 
 
また、稀な例であるが、アトラーブンシュ
（３１）
においてはイスラーム教徒とキリス
ト教徒がお互いに干渉せずに暮らしていた。イスラーム教徒が太鼓やラッパを鳴らしながら郊外のムサッラー（礼拝所）に行くことも驚嘆すべきことなのだが、その習わしに対してキリスト教徒は知らぬ顔で見のがしていたという。このような形の共存形態が記録されたのはこの街におい のみであり、イブン・ジュバイルは驚きを隠せないでいる
（３２）
。
 
 
シチリアのこのような豪華な生活や、イスラーム教徒を理解しようとする王や
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官僚の存在、異民族共存の様子を目の当たりにした来訪者が、ノルマン王やシチリアに対して感じた感動を故郷に持ち帰ることで、シチリアへの関心や期待を高める効果を狙っ いたのではないだろうか。
 
 （二）
 ノルマン王の島内での受け止められ方
 
 
王国を構成する人のうち、シチリアの外から一時的に島を訪れたものや位の高
い者に対して、ノルマン王は分け隔てなく厚遇しており、来訪者であるイブン・ジュバイルは好印象を抱いていた。 それでは、 一般住民であるイスラーム教徒は、ノルマン王をどのように評価し のだろうか。
 
 
王宮で働いていたイスラーム教徒はというと、彼らは一見すると恵まれた環境
だったようである。しか 、実際には信仰に関して不自由を強いられていた様子が垣間見られる。王宮内でのイスラーム教 暗黙の了解 認められていたようだ 、ノルマン王には信仰を隠 おり、礼拝の時間になるとイスラーム教徒は一人ずつ部屋を抜け出して祈り 捧げ いることからも、ぎこちなさがうかがえる。シチリアで大きな地震
（３３）
が起こった際には、小姓や侍従たちは神と預言者に
助けを求めている姿をノルマン王に見られてしまったが、彼は恐怖を静めさせるために「おのおの自分の崇めるもの 、 じるものに加護を祈願せよ
（３４）
」と言った
という。ノルマン王はイスラーム教信仰推奨派ではないが イスラーム教徒と共に同じ空間で過ごす以上、常に見て ぬふりをせざる 得ず、消極的許容 していたという表現が適切だろう。
 
 
思想面に着目すると、信仰の自由がないイスラーム教徒が、自らの置かれた状
況を嘆き悲しむ描写が多く見られる。メッシーナでは、イブン・ジュバイルは地
位の高い小姓の一人であるアブド・アルマシーフと会見を行った。その中で、彼はイブン・ジュバイルが訪れたメッカやメディナ、シリアの廟墓の様子を教えてほしいと頼み、話を聞いた後、彼は渇望と熱望に溶けてしまわぬばかりであったという。そして、聖なる地から持ち帰ったものの一部を分けてくれるよう懇願したという。彼は以下のように報われない状況を表している。
 
  
 
「あなたはイスラームへの信仰を表明なさり、あなた方の商売にお
 
 
 
いて、神の思召しにより、望みをかなえ利益を得られます。しかし、
 
 
 
われわれは信仰を隠 、身の安全を気遣いながらも神への崇拝に固
 
 
 
執し、密かに宗教的義務を果しているのです。われわれは不信の輩
 
 
 
の虜で、首に奴隷の わを掛けられ そ ゆえわれわ
 
 
 
れの望みは あなた方 ようにメッカ巡礼を果された人たちにお会
 
 
 
いし、祈禱をお願いし 神の祝福 浴した 彼らが持ち帰った聖
 
 
 
跡の貴重な品々の一部を譲っていただき、それを信仰 要具や経帷
 
 
 
子に添える宝物としたりして喜びに満 されることなのです
（３５）
。 」
 
  
また、シチリアのイスラーム教徒社会の名家であるイブン・アルハジャルと出
会ったときにも、イブン・ジュバイルはイスラーム教徒の置かれた酷い境遇を知ることとなった。彼は偽りの事件をでっち上げられたために、財産を没収され罰金を科せられ、挙句の果てにはルジェーロ二世により自宅監禁させられていたという。その後、王の庇護下に入れられ、政務担当職 なったものの、身柄も財産も差し押さえられ 奴隷身分とし の処遇であった。彼は島内のイスラーム教
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徒の中で、家柄も財産もかなり上位の人物であったが、一瞬にして財産も名誉も信仰も奪われてしまったという。彼はそ 状況から逃れられるなら、いっそのこと奴隷として異国に売り飛ばされた方がいいと述べている
（３６）
。
 
  
ノルマン王の外部のイスラーム教徒に対する接し方と、シチリア内部のイスラ
ーム教徒に対する接し方をそれぞれ見てきたが、両者の間には明 かな違いが見受けられる。イスラーム教徒、キリスト教徒、ビザンツ人という異なる三民族共存をなしえたノルマン王支配下におい 、異なる宗教、特にイスラーム教とどのように折り合いをつけていたかを整理したい。
 
 （一） では、 異教徒であるイスラーム教徒に敵意を表して警戒するのではなく、むしろ歩み寄って統治を行っているかのように見える。王や官僚などの言動や豪華絢爛な空間、キリスト教徒でなくても安心 住める環境を前面に出していることから、シチリア外部から訪 人に少しでも良い印象を与えよう 思惑が伝わってくる。有識者 少しでも長く留まってもらい、学問や技術の面において地中海世界全体で優位に立ち、シチリアの国力を増大、確立させ ことが最終目的だと考えられる。 その過程で、 先進的な学問や技術、 文化や装飾などのうち、表面的なものは積極的に受容されている
。建築物は、かつては技術や文化の最先
端が詰め込まれたものだったとされるが、シチリアの大聖堂建築にはイスラーム由来の繊細で高度な技術 粋が集めら た。さらにイスラーム文化、キリスト教文化、ビザンツ文化を隈なく取り入れており、異文化共存ができ こと アピールする格好の場でもあった。
 
 
一方、 （二）ではノルマン王はイスラーム教徒に対して制限を加えており、シ
チリアでの生活を快く思わない住民が多数いたため、決して和やかな共存状態であったとはいえない。ノルマン王の統治下で受け容れられなかったものは、イスラーム教信仰をはじめとする思想である。異教徒の持っていた文化や技術などの表面的な部分は積極的に取り入れた一方で、共存する上で肝心な思想の部分にはまったく歩み寄りを見せていないのである。自由に神を崇められない苦悩が露呈されており、シチリア内部のイスラーム教徒はいわば囚われの身であり 生きながらにし 死んでいるような状態であったようだ。
 
 
王宮内で働いていた異教徒の割合や建築物などを見ると、異文化観の均衡が保
たれており、異なる三つの文化圏の王として君臨したノルマン王が特定の文化圏に肩入 していないことが示されているようである。 かし上辺だけの共存ではうまくいくはずもなく、宗教の領域でなしえなかった共存状態から徐々に歪みが生じることとなった。王国内では改宗の制度が脅し文句として悪用されるようなり、住民が反乱を起こさないよう、宗教が抑止力 て利用され ことも ったという
（３７）
。
 
  おわりに
 
   建築や美術などの特定の面でイスラーム文化を受け容れていたからといって、
イスラーム教徒の思想や信仰に対しても同様の寛容さをもって受け容れていたと考えるのは早計であろう。ノルマン支配下のイスラーム要素のうち、建築や装飾などの文化や科学技術と、アッラーにまつわるよう 根幹にある思想 は そ
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れぞれ区別して捉えられなければならない。
 
 
一章で扱った庭園も、二章で扱ったイスラーム教信仰も、どちらもイスラーム
教徒の根幹にかかわる思想と大きく関わっているが、これをノルマン王は一貫して拒絶している。確 に三民族がシチリアで共存していた事実はあるが、共存とは名ばかりのものだったといえるだろう。 目に見える形の、 対外的で表面的な 「作られた」共存状態は存在し が、それはノルマン王が異文化を混淆させた大聖堂などの建築物や、異教徒同士が同じ街の中で暮らす様子を意図的に見せただけに過ぎ いだろう。 近隣諸国から多くの有識者を集め、 文化の中心地となる過程で、民族や宗教の違いに過敏になることなく集える空間の創出が必須事項であったためだと考えられる。それこそが、属州から独立国へと立場を転換させたシチリアに残された道だったのだろう。したがって、これは「共存」に見せかけた「利用」であり、一般住民 イスラーム教徒は有識者の注意をシチリア 向 るために利 されたに過ぎないのではないか。
 
 
イスラーム教徒がヨーロッパ世界にもたらした知識や技術は、今日の世界的発
展にもつながるような大きな潮流を生み出し 。このような動きとしての十二世紀ルネサンスを実現させた場所の つにシチリアが挙げられる 、イスラーム教世界とキリスト教世界を仲介する場所として、シチリアが果たした役割は非常に大きい。しかし住民はどうだったかという 、島内に縛り付けられた奴隷的身分で、思想の根幹にある宗教の部分に干渉を受けていた。キリスト教世界から期待されたシチリアの役割とは、イスラーム教世界から必要な知識を得る とでありそのために知識人にはきらびやか 空間や豪華な生活環境 見せ 一方で、下層
階級には苦難に満ちた環境だったといえる。しかし、外来者であり、対外的に良好な共存状態を見せることに長けていたノルマン人だったからこそ、この特異な環境を創造できたのであり、学ぶところは大きい。十一―十二世紀という時代にこのような形で共存を図り、一時的ではあるが繁栄をもたらしたその手腕を学ぶことは、 り異民族や異文化が身近になった今日の社会に ヒントを与えてくれるだろう。
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